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1．は　じ　め　に

「キャラバン」は1973年に初代モデルが発売されて以来、
あらゆるシーンで多目的に使える本格的商用車として、高
く評価されてきた。
小型キャブオーバーバンのマーケットは、2004年の競

合車のフルモデルチェンジ以降、当社とのシェア差は徐々
に広がり、2011年度のキャラバンの市場シェアは14 ％で
あった。この状況を打開すべく、11年ぶりにフルモデル
チェンジを行い、名称も新たに「NV350キャラバン」と
して誕生した（図1、図2）。 2．商品コンセプト

新型NV350キャラバンは、次世代のビジネスバンユー
ザーのために、商用車の基本性能をさらに向上させなが
ら、仕事だけでなく 趣味やレジャーなど幅広く多目的に
使える本格商用バンとして開発した。

3．アピールポイント

新型NV350キャラバンのアピールポイントは、次の4つ
とした。
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抄 録 1973年の初代モデルの発売以来、「キャラバン」は商用車の基本性能を常に向上させながら、
仕事だけでなく趣味やレジャーなど、あらゆるシーンで多目的に使用できる本格的商用車として、高く評価
されてきた。今回11年ぶりにフルモデルチェンジした5代目は、名称も新たに「NV350キャラバン」と改め、
ガソリンエンジン、ディーゼルエンジン共に「クラストップの低燃費」を実現している。また、「堂々として
存在感のあるデザイン」に、「広くて使い勝手のよい荷室空間」を確保し、さらに商用車としての利便性、快
適性を向上させる「従来の商用車にはない先進装備」を採用した。本稿では、この新型NV350キャラバンの
商品概要を説明する。

Summary Since it first debuted in 1973, the CARAVAN has been highly rated as a full-fledged 
versatile commercial vehicle that can be used not only for business but also for hobbies and leisure.  
Its basic performance as a commercial vehicle has continuously improved throughout four previous 
model generations.  The all-new NV350 CARAVAN offers a number of significant improvements, 
including best-in-class fuel efficiency for both gasoline and diesel engine models.  The vehicle also 
has a strong, bold presence and a roomy, versatile cargo space.  In addition, the new NV350 
CARAVAN adopts advanced equipment for greater convenience and comfort that is unavailable 
on current commercial vehicles.

Key words : Automotive General, commercial vehicle, new model 

図ｰ 1　エクステリアデザイン
（カラー：タイガーアイブラウン）

Fig. 1   Exterior design（color: Tiger eye brown）

図ｰ2　リヤクォータービュー
Fig. 2   Rear quarter view
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1）クラストップの低燃費
2）堂々として存在感のあるデザイン
3）広くて使い勝手のよい荷室空間
4）従来の商用車にはない先進装備

3.1　クラストップの低燃費
新型NV350キャラバンは、エンジン本体の改良やギヤ

比の見直し、空力の改善など、様々な改良を積み上げ競
合車を凌駕する燃費性能を実現した。
新開発のクリーンディーゼル・テクノロジーを駆使した

「YD25DDTi」エンジン（図3）は、前型車に対して約
40％もの改善となる12.2km/L（JC08モード）というクラ
ストップレベルの低燃費を実現した。またガソリンエンジ
ンは、従来のQR20/ 25DEをベースに燃費技術の改善、
低フリクション化などを図ることにより、燃費性能や静粛
性に一層の磨きを掛けた。
尚、バンのディーゼル車、ガソリン車共に、平成27年

燃費基準を達成し、エコカー補助金および減税*対象と
なっている。（*MT車の一部を除く）

3.2　堂々として存在感のあるデザイン
3.2.1　エクステリアデザイン
新型NV350キャラバンは、エクステリアプロポーショ

ンの改善を図り、クリーンでモダン、安定感のあるフォル
ムとした。全体的にボクシーなシルエットにしつつ、フロ
ントは丸みのあるデザインを採用した。力強い2本の柱が
特徴のアングルドストラットグリルとシャープなヘッドラ
ンプを組み合わせ個性的なデザインにした。
また、白色光で遠方まで明るく照らすキセノンヘッドラ

ンプに加えてLEDポジションランプも搭載し、新世代バ
ンに相応しいヘッドランプの性能・デザインとした。
また、ボディサイドはキャラクターラインをBピラーで

分断して動きのあるデザインとし、更にルーフサイドのド
リップチャネルをなくして極力シンプルな面構成とした。
リヤは、キラキラ輝くコンビランプを設定し、更にシャー
プなキャラクターラインを設けた。

カラーは、様々なお客様の好みを満足させる全7色をラ
インナップしている。NV350キャラバンのために新開発さ
れた「タイガーアイブラウン」は、深みと押出し感のある
力強い専用色として、仕事も遊びもプロフェッショナルに
楽しむ人のこだわりを表現した。
3.2.2　インテリアデザイン
インストルメントパネルは、ブラックとグレーの2トー

ンカラーコーディネーションとし、限られた空間の中で横
方向への広々感を表現している。機能的でありながら広さ
と質感を感じさせるデザインとした。
シートカラーは、お客様のニーズに応えるモノトーン、

ブラック/グレイ、ライトグレイの3タイプを用意し、そ
れぞれのトーンに合わせたクロス素材との組み合わせが、
機能的でありながら高品質感も演出している（図4）。

3.3　広くて使い勝手のよい荷室空間
3.3.1　クラストップの荷室長を実現
NV350キャラバンのロングボディ車は、国内４ナンバー

枠の中でクラストップの「荷室長 3,050mm」を実現した（前
席2人掛け時）。
またホイールハウスの上面など、平面部を多く取ること

で荷物の積みやすさに配慮するだけでなく、荷室側面も極
力フラットな形状とし、長さも大幅に拡大することで、大
きな棚の設置など架装しやすい荷室空間とした。
3.3.2　お客様の目的に合わせて柔軟に使える工夫
クラス初の「後席5：5分割可倒ベンチシート」を採用し、

レジャーグッズや脚立など、長尺物を積載していても後席
に一人座ることが出来る（図5）。

図ｰ3　YD25DDTi エンジン
Fig. 3   YD25DDTi engine

図ｰ5　後席5：5分割可倒ベンチシート
Fig. 5   50/50-split folding seat

図ｰ4　インテリアデザイン
Fig. 4   Interior design
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また、クラス初の「ラゲッジユーティリティナット」を
採用し、収納棚や工具の固定など、使い勝手に合わせて
お客様自身で容易にアレンジを可能とした（図6）。設定は、
ウェスト部にロングボディ車で左右8個、スーパーロング
車で左右10個、ルーフサイドにもロング車は左右8組計
16個、スーパーロング車は左右10組計20個とした。更に
ウィンドガードバー（ディーラーオプション）用に左右4
個をバンDX全車に設定した（図6）。

3.4　従来の商用車にはない先進装備：商用だからこそ有
効・有用な装備
3.4.1　インテリジェントキー＆プッシュエンジンスター
ター
荷物の出し入れ時などの両手が使えない時でもキーを

取り出す事なく、全ドアのロック／アンロック操作が可能
となった。また、商用車初のプッシュエンジンスターター
の採用により、配送業などエンジンのオン／オフ頻度の多
いユーザーの利便性を大幅に向上させた。
3.4.2　ファインビジョンメーター、カラー車両情報ディ
スプレイ＋バックビューモニター
メーター内には、見やすく高級感のあるファインビジョ

ンメーターに加え、燃費向上に役立つ情報などを確認でき
る3.5インチの大型カラーディスプレイを設定し、車両情
報を分かりやすく表示している（図7）。またこのカラー
ディスプレイはバックカメラの追加により、バックビュー
モニターとしても使用可能である。高価なナビゲーション
を購入しなくても、ディスプレイにより後方視界を確保す
ることが出来る（図8）。

4．ダイナミックパフォーマンス

4.1　乗り心地＆操縦安定性
新型NV350キャラバンは、ロングボディ車でホイール

ベースを140mm拡大したこと、またリーフスプリング（板
バネ）の1バネを空車時用としてソフトに、2バネ以降を
積車時用としてハードにすることで各積載状態、特に空車
状態での乗り心地を大幅に改善した。
またFRスタビライザーの径アップ、RRサスペンション

に対する車軸位置の変更、及びショックアブソーバーの減
衰力の応答性向上などにより、操縦安定性を向上した。

4.2　動力性能
新開発の「YD25DDTi」エンジンは2.5Lと、前型車や

競合車の3Lに対し、小排気量としながらもクラストップ
のトルクを実現している。これはターボチャージャーの過
給特性の変更、コモンレール式高圧噴射システムの加圧
力アップ、小噴口径インジェクターの採用などに因る。同
時に小型ターボによりレスポンス良く、低～中速回転域か
ら余裕のトルクを発生させることができ、特に街乗りなど
の実用域でゆとりのある走りを実現する。発進のしやすさ
に加え、アクセルを踏めばどこからでも気持ちのよい加速
感も得ることが可能となった。

図ｰ 6　広くて使い勝手のよい荷室空間およびラゲッジ
ユーティリティナット（M6）取付け位置

Fig. 6   Spacious, user-friendly cargo space and 
luggage utility nuts（M6）

図ｰ7　ファインビジョンメーター
Fig. 7   Fine vision meter

図ｰ 8　車両情報ディスプレイ / バックビューモニター
Fig. 8   Multi functional display / Back view monitor
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4.3　安全性能
シミュレーション技術の向上や高張力鋼板の多用化に

より、前型車よりフロントオーバーハングを140mm短縮
しながらも、十分な衝突安全性能を確保している。
またバンの後席にも、3点式シートベルト（中央席は2

点式）を標準設定した。更にワゴン／バスの全席に3点式
シートベルトを採用し、より安全性を高めた。

5．環　境　性　能

新型「YD25DDTi」エンジンには日産のクリーンディー
ゼル・テクノロジーを採用し、世界で最も厳しいとされる 
「平成21年排出ガス規制（ポスト新長期規制）」に適合し
ている。また燃費性能では「平成27年度燃費基準」をバ
ンのディーゼル車、ガソリン車共に達成している。
更に、環境に優しい運転を促す瞬間燃費計や、ギヤシ

フトインジケーター（MT車）などの採用により、実用上
のCO2排出量の削減を目指す。加えて、リサイクル性向上
のため、再生材の使用により、リサイクル可能率95％以
上を達成した。

6．バリエーション

NV350キャラバンは、上級（プレミアムGX, GX） 、標
準（DX）の2グレード構成としている。前型車と同様のボ
ディタイプバリエーションに加え（図9）、スーパーロング
ハイルーフのワイドボディを新たに設定する予定である。

7．お　わ　り　に

以上、新型NV350キャラバンの商品概要について説明
した。様々な厳しい制約条件の下、劣勢な販売シェア奪回
のため、プロジェクトチーム一丸となって、販売価格の上
昇を抑えつつ商用車としての性能の向上および装備の充
実を図った。結果として、新型NV350キャラバンは、競
合車に負けない商品になったと確信している。
しかしながら商用車の長いモデルライフの中で、常に競
争力を維持すべく、今後とも継続して商品力を向上させて
いきたい。
最後に、NV350キャラバンのデザイン・開発・購買・

生産・マーケティング・販売など、本プロジェクトに関わっ
た全ての皆さまに、深く御礼申し上げます。

図ｰ9　グレード
Fig. 9   Grade

■著　者■

八　木　則　彦 森　　　紋　子河　内　勇　人安　居　理　進
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1．円筒内面の溶射前処理形状及び溶射前処理方法

出願：2000年11月16日　特願2000-350056号
登録：2006年 3 月17日　特許第3780840号
名称：円筒内面の溶射前処理形状及び溶射前処理方法
発明者：パワートレイン技術開発試作部 長谷川　清

パワートレイン技術開発試作部 高橋　秀夫
退職者 中鉢　実則

【発明の狙い・効果】
アルミ製シリンダブロックのボア内面に鉄系材料を溶射

する際、アンカー効果によって溶射皮膜の密着力を確保す
るための下地処理を行っている。本発明は、この密着力を
向上させるために開発したもので、従来のブラスト処理＊

と比較して約1.5倍の密着力を得ることができる。
（＊投射材を衝突させることによる下地処理のこと）

【発明の構成】
本発明は、工具を使用してシリンダボア内面をねじ切り

加工をするものであり、具体的には、ねじ切りの加工条件、
工具形状を工夫することにより、ねじ切り加工によって発
生する切屑を、加工後のねじ山に押し付けてねじ山を引き
ちぎり、面粗度の高い破断面を形成する。

【活用状況】 
アルミ製シリンダブロックのボア仕上げボーリングマシ

ンに採用されており、今後グローバルに拡大する予定であ
る。

【発明者の想い】
車の軽量・低燃費化がどんどん進み、エンジン部品で

最も重いシリンダブロックも、アルミ鋳物が当たり前に
なった。とは言っても、重い鋳鉄製のシリンダライナを鋳
ぐるんでおり、設計者はどうしたらこのライナを無くせる
か葛藤していた。
ライナの代わりに、シリンダブロックのアルミ表面に鉄

系材料の溶射被膜を形成させようとして、ブラスト処理な
どさまざまな下地処理を試みたが、エンジンの過酷な条件
に耐え得る密着力を出すことができない。シリンダ内面に
溶射するには、下地をもっと極端に荒らさなければなら

ず、「そんな面、どうやって作るのか」と案が浮かばず、
あきらめムードが漂っていた。
そんな時、小さなアルミ部品を製造している協力会社の

加工ラインを見学させて頂いた。そこで、「刃先の鋭い工
具でアルミ部品の外周を仕上げ加工していると、逆に面が
荒れて仕上げが悪くなることがある」と聞いた。刃先に、
被削材（アルミニウム）が凝着している訳でもなさそうに
見えた。見せて頂いた面の荒れ具合は、ブラスト処理面と
同程度であった。
この『荒れた面』を『さらに１桁悪く』『安定して』作

れたら、と手（加工条件）を変え、品（工具）を変え、色々
やってみた。
その結果、砂利道もどきの『荒れた面』を作れるように

なった。また、高速度カメラで切屑の流れを観察すること
で理屈もわかるようになり、長年の課題であった、鋳鉄製
のシリンダライナが無いシリンダブロックの実用化の目処
が立った。
その後の実用化までに、周辺技術を確立して下さった

方々に、感謝申し上げます。

（※発明者の所属は 2012 年 8 月現在）

特　許　紹　介
　当社の登録特許のうち、重要課題をブレークスルーすることにより会社への大きな貢献

をもたらした特許や、工場に導入され大きな効果を上げている注目技術を支える特許計４

件を紹介する。

図 1　シリンダボア内面と工具の模式図

図 2　粗面化加工によって形成された破断面
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2．ラッピング加工方法とカムシャフト

出願：2004年1月30日　特願2004-024608号
登録：2010年1月15日　特許第4438432号
名称：ラッピング加工方法とカムシャフト
発明者：パワートレイン技術開発試作部 西村　公男

パワートレイン技術開発試作部 小又　正博
退職者 武田　和夫

【発明の狙い・効果】
エンジンのカムシャフトは、バルブリフタを円滑に作動

させるために、通常、砥粒をコーティングしたラッピング
フィルムを背面からハードシューで押し付けながらカム
シャフトを往復させて、カムロブ面を研磨している。本発
明は、ハードシューの形状を工夫して、狙った形状にカム
ロブ面を研磨することで、バルブリフタ作動フリクション
を10％低減させ、ひいては燃費を1％向上させるものであ
る。

【発明の構成】
本発明では、ラッピングフィルムをカムロブ面に押し付

けるハードシューの形状が、中央部分を凹ませたものと
なっている。これによって、カムロブ両端部分が中央部分
と比較して積極的に研磨され、中央部分が盛り上がる凸
状にカムロブ面を形成する。

【活用状況】
エンジンのカムロブ面研磨用マイクロフィニッシュ装置

に採用されている。

【発明者の想い】
本発明は、エンジン燃費向上のためカムシャフトエッジ

部のフリクションを低減する開発を材料技術部と連携して
行っていたときに発案したものです。カムロブ面を中凸状
に形成するには研削工具で加工することが一般的ですが、
研削砥石のメンテナンスが難しいことがネックでした。
そこで、研削工程の後の表面粗さを仕上げるフィルム

ラップ工程での形状創成に注目し、開発をスタートさせま
した。砥粒を脱落させながら加工する点がフィルムラップ
工程の特徴ですので、マクロ視点では凸形状であるもの
の、ミクロ視点では微小な凹凸が創成されていることか
ら、カムロブの凸形状を図示表記させることに苦労しまし
た。図示表記については、開発当初からより量産性を考慮
していたため、半年にわたるトライアルを経て暫定的なも
のを決め、更に確実性を確認するために約1ヵ月半にわた
るフィールドテストを経たうえで最終版を決定し、採用に
こぎつけることができました。カム本数に換算すると4万
本以上というトライアル実績は、これまでの技術開発にな

い位に精度の高い結果が得られたと自負しています。
最後に、技術提案、図示検討、フリクション低減効果

の確認、量産化の課題解決など、さまざまな領域で本技
術の採用にご協力を頂いた、材料技術部、日産および愛
知機械工業の設計担当部署、実験担当部署、愛知機械工
業生産技術担当部署、同品質保証担当部署の関係各位に
深くお礼を申し上げます。

図 4　カムロブ形状の比較

図 3　本発明を適用したカムシャフトのラッピング加工
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3．回転霧化静電塗装装置

出願：1996年8月12日　特願平8-212638号
登録：2004年5月28日　特許第3557802号
名称：回転霧化静電塗装装置
発明者：先進車両生産技術部　風間　重徳

【発明の狙い・効果】
車両などを静電塗装する装置の一つとして、高速回転

するカップ状噴霧頭の遠心力で塗料を霧化する方式によ
る、ベル型塗装装置がある。本発明は、噴霧頭の内面形
状を工夫することで、（低い回転数でも）塗料の粒度を微
細化できるようにして塗着効率を大幅に向上させるもので
あり、さらに塗料の粒度のばらつきが抑制されて塗膜品質
をも向上させるものである（図6の通り、本発明の装置は
従来装置と比較して、回転数を上げなくても良好に塗料の
粒度が微細化されている）。

【発明の構成】
図5のとおり、噴霧頭の内面を凸状とすることにより、

遠心力によって噴霧頭外縁方向に運ばれた塗料液面が急
激に引き延ばされる。これによって、塗料の粒度が微細化
され、さらに粒度のばらつきが抑制される。

【活用状況】
国内外工場の車両中塗りライン、上塗りライン、ならび

にバンパ上塗りラインにて採用中である。

【発明者の想い】
本発明は、塗装の原価低減活動に取り組んでいた中で、

ベル（型塗装装置）の塗着効率向上をターゲットとしてい
たときに発案したものです。エアスプレー塗装の塗着効率
が30％位だったのに対して、ベルの塗着効率は50～70％
位と圧倒的に高いものであったため、これ以上の改善は高
いハードルと感じていました。
ところがあるとき、ベル噴霧頭の内面形状がメーカに

よって全く異なっていることに、ふと疑問が沸いてきたの
です。形状は何でも良いのか、実際ケーキ皿のようなもの
や湯飲みのようなものがある中で、遠心力を用いて塗料の
粒度を微細化するのに適した形状があるのではないか、と
いうのが発想の原点でした。そのうちにラッパ型にするほ
うが合理的ではないかと思い至ったわけです。
上司に頼み込んで許可をもらって、総合研究所で試作

した「凸曲面ベル」（2個）で味見実験をした後、数回試
作を行い、また、計測技術部の協力により塗料粒子が塗
着するまでの動きを解析することで、均一微粒化ベルによ
る塗着効率向上という改善アイテムの道筋が見えてきまし
た。

実用化にあたっては、車両技術部と共同でラインを想定
した実験を繰り返した後、工場技術課単独でのランニング
チェンジによる採用となり、半年間のライン実績で効果を
検証するという珍しい方法がとられました。後で聞いたと
ころ、初めてのライントライアルでは、工長が「塗料が出
ていない」と勘違いするほど見た目が違っていたそうです。
大きな塗料粒子がないことで塗装のパターンが見えにく
く、副次効果として塗膜の平滑性も狙えるものでしたか
ら、現場でその効果が認められた瞬間だったのだろうと実
感しました。静かな採用開始でしたが、その後上塗り塗装
にも徐々に広がりました。
あまり宣伝していませんが、このベルを用いた塗装は、

世界最高の塗着効率を誇っています。また、この特許に
よって塗着効率を犠牲にすることなく塗装品質が維持で
き、塗装品質と塗着効率の両立に大きく寄与できたと自負
しています。とは言え、さまざまな部署の協力がなければ、
開発を継続することすらも無理でした。改めて関係各位に
感謝したいと考えています。

図 5　本発明によるベル噴霧頭形状

図 6　塗料の粒度が微細化されている状況
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4．ドア用検査装置およびその方法

出願：2003年6月 2 日　特願2003-156625号
登録：2007年7月27日　特許第3988680号
名称：ドア用検査装置およびその方法
発明者：計測技術部 田中　　勉

新工場準備部 山田　昌弘
退職者 一之木幸雄

【発明の狙い・効果】
車両の出荷前の検査項目の一つとして、締りの悪いドア

の市場流出防止を図るためにドア閉じ性能評価が行われ
ている。本発明は、適切な速度でドアを閉じた結果、ドア
が確実に閉じられたか半ドア状態かを、検査員による目視
から、センサを用いて確認することとして、検査員の負担
を大幅に軽減するようにしたものである。

【発明の構成】
ドアに角速度計を取り付け、ドアを閉める際、角速度が
検出され始めてから「０」になるまでの時間をドア閉じ時
間として計測し、その時間が所定時間を超えたときに、ド
アロックのかみ合い不具合などにより半ドアであるとの判
断を行うようにした。

【活用状況】
国内各車両工場のほか、アメリカ、メキシコ、イギリス、

中国、ロシアなど海外の車両工場に、延べ約140台が導入
されている。

【発明者の想い】
本発明は2001年度に計測開発グループの諸先輩方と「簡

単に短時間でドアの閉じ速度を測ることができないか」と
いう論議のなかから始まったものです。この「簡単に短時
間で」の背景には、当時販売好調だった初代エルグランド
（E50）の助手席のドアが、特に助手席に乗る機会の多い
女性の力では閉まりきらずに、半ドアになることが多いと
いう市場の声があり、工場出荷直前のインラインでドアの
閉じ速度を測ることができないか、という工場品質保証部
署からの切実な願いと要望が発端でした。
当時、実験部署や工場での抜き取り検査で活躍してい

た計測器は光電管と言われるもので、一定距離にセットさ
れた光電管によってドアが通過する時間から速度を算出し
ていました。この方法では、光電管とドアの位置関係が測
定精度に著しく影響するため、正確に取り付ける必要があ
り、準備に多くの時間がかかること、また半ドアの判定が
できないといった欠点があることから、「簡単に短時間で」
計測できるものではありませんでした。
そこで、当時シートの倒れや戻り速度を計測していた小

型のジャイロ（角速度計）を利用すれば、センサ取り付け
の正確性をそれほど気にせずに測定できる（角速度によっ
て測定するためドアに取り付ける位置が変わっても角度は
変わらない）のでは、という共同発明者である山田さんと
一之木さんの発想がきっかけで生まれたものが、この「ド
ア用検査装置」です。取り付けの簡便さは磁石または吸
盤を使用することで画期的に改善されていますが、併せ
て、装置としての使い勝手を左右するアプリケーションに
もさまざまな工夫を凝らしました。
例えば、現在のラインでの多車種混流生産に対応でき

るように、10車種のドアを登録し簡単に切り替え計測を
可能としたことや、4ドア車の片側（左右どちらか）の前
後ドアを連続して計測可能としたこと、また試行錯誤した
結果ですが、最小ドア閉じ速度を求める計算機能、半ドア
判定ロジックによる自動化機能を取り入れました。その
後、車両品質技術部と共に使い勝手などを改良して、栃
木工場での4代目シーマ（F50）の全数検査から、この装
置の導入が開始されました。
本発明によって、また関係者の皆様の努力によって、ド

ア閉じの品質向上やお客様満足度向上に寄与できたと考
えております。最後に本発明において、当時ご協力頂いた
方々とご指導賜った方々に、深くお礼申し上げます。あり
がとうございました。

図 7　角速度計（ジャイロセンサ）使用による
ドア閉じ性能評価
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デザイン本部で INFINITI を担当している山本です。ゼロ・エミッションリー
ダシップを INFINITI ブランドでも強くアピールするため、2012 年ジュネー
ブモーターショーで発表したコンセプトカー EMERGE-E をモチーフに表紙デ
ザインを行いました。日産先進技術の根幹をなすパワートレインを画面セン
ターに、EV に必要な「ハイパフォーマンス＆エキサイティング」を表現した
EMERGE-E のフロント＆リヤを両サイドにレイアウトすることで、EV の更
なるポテンシャルを表現しました。
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